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EE理置冨

1 0月 1日現在

男 3，128人

女

計

世帯数

3，1 19人

6，247人

1，539戸

二愛育まつり聞かれる二

去る 9月 30日、甲府保健所管内愛育連合会、昭和町愛育会、昭和町

主催の愛育祭が中央公民館に於て盛大に開かれましたっ当日は約 4百人

が参加し、体力測定 貧血検査 健康相談を受けたほか展示等を見学し

盛会のうちに愛育まつりを終了しました。

O子どもとおとしよりに愛の誘導をく〉
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47年度決算報 .B::. E司

(2) 

昭和 47年度の決算が9月定例議会において認定されましたのでその概要について皆様にお

知らせして御理解を頂き、尚一層の町行政の推進K御協力下さるようお願いしますO

田
13.9$ 

酎

昭和 47年度一般会計決算性質別構成図 (才出 )

昭和47年度一般会計決算款別構成図 (才出 )

梢防~94 0.5%
¥山

1 一般会計
才入総額

才出総額
差引疲額

5億 2千 7百 18万2千円
5億 1干28万 6千円
1千6百 89万6千円

残額は全額 48年度会計に繰越しますO
4 7年度の主たる事業は中学校建設用地の買収K
1 0，0 2 8坪で 16 7，0 8 5千円を要しその造成
に 10，000千円計 17 7，0 8 5千円を全額町
債(長期に亘る借金)で支出いたしました。
上河東の住宅団地に町営住宅 1種 12戸 2種
6戸 計 18戸を用地費共 44，4 3 3千円で建設
しました。尚 47年から 6ヶ年計画で 16 4戸を
建設の予定です。文、道路改良舗装事業等K 29， 
000千円余を支出しました。地方病講渠改良工事
は6，88 5mで 30， 7 3 6千円を支出しました。
4 7年度決算は建設事業費(投資的経費)~ζ5 
6.6%と大巾ぽ投資をいたしておりますがその財
源は地方債に頼り 20 0，2 0 0千円で 38%の借
入れを行っております。
図表は性質別に才入才出を分析いたしたもので
す。

2 国保特別会計
才入総額 7 0， 6 4 7千円 内保険税 26， 7 8 7 
千円、国庫支出金 39， 2 3 6千円、その他 58 3 
千円 才出総額 6 8， 1 6 2千円内療養諸費
5 8， 6 2 9千円(15，2 3 2件)、人件費 3，7 2 
6千円、その他 5，807千円 差引痩額 2，4 8 5 

千円 財政調整基金へ積立 1，48 5千円翌年度
会計へ繰λ 1，0 0 0千円

3 農業共済事業特別会計
イ 農作物共済勘定
才入 1，29 5千円 才出 57 1千円

ロ 蚕繭共済勘定
才入 26 8千円才出 26 7千円

ハ家畜共済勘定
才入 34 2千円才出 342千円

ニ 業務勘定
才入 2，99 0千円才出 2，95 9千円

才入合計 4，8 9 6千円 才出合計 4，2 9 3千
円差引疲額 603千円 うち積立金へ57 2 
千円 業務勘定剰余金 3 1千円

尚、昭和 48年度より峡中東部農業共済組合が発

足し役場業務で、は無くぽりましたので、乙の事業会

計は廃止とぽりますO



報

一
実
施
時
期

昭
和
四
十
八
年
六
月
一
日

井
戸
堀
り
に
は
届
出
を

広

県
は
地
下
水
資
源
保
護
緊
急
対
策

の
一
環
と
し
て
、
去
る
六
月
一
日
、

「
山
梨
県
地
下
水
資
源
の
保
護
お
ょ

が
採
取
適
正
化
に
関
す
る
要
綱
」
を

爪
告
し
、
最
近
の
地
下
水
採
取
の
増

加
K
よ
る
地
下
水
位
の
低
下
、
地
盤

法
rの
誘
発
等
を
防
ぎ
、
地
下
水
の

保
護
と
採
取
の
適
正
化
を
は
か
り
住

み
よ
い
環
境
。
つ
く
り
を
目
的
と
し
て

乙
の
指
導
要
綱
を
定
め
ま
し
た
。

乙
の
要
綱
に
基
づ
い
て
本
町
は
、

「
第
一
種
地
下
水
採
取
適
正
化
地
理

K
指
定
さ
れ
て
、
地
下
水
採
取
に
つ

い
て
は
町
と
県
と
が
協
力
し
て
指
導

し
て
い
く
乙
と
K
ぽ
り
ま
し
た
。

尚
こ
の
要
綱
の
主
ぽ
点
は
次
の
通

り
で
す
の
で
趣
旨
を
御
理
解
頂
い
て

皆
さ
ん
の
御
協
力
を
お
願
日
致
し
ま

町和昭(3) 

ニ
規
制
を
受
け
る
者

人
力
、
動
力
、
も
し
く
は
自
噴
に

よ
り
地
下
水
を
採
取
し
よ
う
と
す

る
者
又
は
、
既
設
の
井
戸
の
利
用

形
態
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
者
。

三
採
取
量
に
よ
る
規
制

付

一

日

十

立
万
メ
ー
ト
ル
以
上

千
立
万
メ
ー
ト
ル
未
満
の
場
合

は
、
工
事
を
施
工
す
る
三
十
日

前
K
「
井
戸
設
置
協
議
書
」
を

町
K
提
出
し
、
協
議
し
ほ
け
れ

ば
ぽ
ら
ぽ
い
。

同
一
日
干
立
万
メ
ー
ト
ル
、
主

の
場
合
は
町
を
経
由
し
て
県
と

協
議
す
る
。

(
協
議
書
は
役
場
企
画
室
に
あ

り
ま
す
。
)

四
指
導
基
準

ハ
門
県
文
は
町
が
定
め
て
い
る
土

地
利
用
計
画
に
反
し
て
い
ぽ
い

こ
と
。
ω
隣
接
す
る
既
設
井
戸
に
支
障

を
及
ぼ
さ
ぽ
い
程
度
の
採
取
量

で
あ
る
乙
と
。

日
排
水
施
設
が
十
分
講
じ
ら
れ

て
い
る
こ
と
。

仰

量
水
計
が
蓋
且
さ
れ
て
い
る

こル」
0

伺
自
噴
井
に
つ
い
て
は
、
制
水

抗
議
の
設
置
等
に
よ
り
不
使
用

時
の
流
出
防
止
対
策
が
講
じ
ら

れ
て
い
る
こ
と
。

五
第
一
種
地
下
水
採
取
適
正
化
地

域
指
定
の
特
別
基
準

ハ
門
他
の
水
源
の
利
用
K
つ
い
て

十
分
伝
検
討
が
ぽ
さ
れ
て
い
る

こ
夫
、

∞
回
収
互
ん
ま
た
は
、
回
流
万

式
等
の
地
下
水
の
有
効
利
用
の

方
法
に
つ
い
て
十
分
伝
検
討
が

ぽ
さ
れ
て
い
る
乙
と
。

六
工
事
の
中
止
又
は
、
変
動
の
勧

止ロ

知
事
又
は
町
長
は
、
乙
の
指
導

基
準
K
適
合
し
ぼ
い
井
戸
に
つ
い

て
は
、
工
事
の
中
止
、
又
は
変
更

の
勧
告
を
す
る
。

(詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
企
画

室
へ
御
問
合
せ
下
さ
い
。
)

建
築
確
認
の
表
示
を

建
物
を
建
築
薪
築
、
増
築
、
改

笑
移
転
)
レ
よ
う
と
す
る
場
合
、

建
築
主
は
確
認
申
請
書
を
提
出
し
て
、

謹
築
主
事
の
確
認
を
受
け
て
か
ら
で

ぽ
け
れ
ば
建
築
は
で
き
ま
せ
ん
。

O
申

請

書

画

提

出

先

昭

和

町

議

会

は

、

八

月

三

十

日

及

町
役
場
企
画
室
都
市
計
画
係
(
受
九
月
十
二
日
、
臨
時
会
を
開
催
、

付
後
、
甲
府
土
木
事
務
所
出
張
所
、
山
補
正
予
算
、
公
営
住
宅
建
設
工
事
請

謹
築
係
に
申
請
人
が
届
出
ま
す
。
同
島
官
約
承
認
の
件
を
審
議
可
決
致
し

提

出

書

類

一

ま

レ

た

。

確
認
申
請
書
、
正
一
通
副
二
通
戸
第
三
固
定
例
議
会
は
、
九
月
二
十
日

町
協
定
、
協
議
書
(
二
通
)
ふ
日
開
会
、
会
期
九
日
間
で
条
例
、
決
一

添

付

図

書

問

実

特

に

四

十

七

年

度

一

般

会

計

、

一

附
近
見
取
図
建
物
配
置
図
一
国
保
会
計
、
共
済
会
計
等
千
四
案
件
品

名
階
平
面
図
立
面
図
建
築
工
事
一
隻
明
願
一
件
を
慎
重
審
議
し
、
乙
れ
一

届
建
築
計
画
概
要
書
叫
券
原
案
通
り
可
決
、
九
月
二
十
八
日
ム

許

可

が

お

り

ま

し

た

ら

必

ら

ず

台

望

致

し

ま

し

た

。

戸

建
築
工
事
場
所
に
表
示
し
て
下
さ
点
特
に
議
員
の
出
席
率
は
百
パ

l
セ一

自
ン
ト
、
一
般
質
恩
芝
於
て
も
住
民
岳

山
の
中
か
ら
湧
出
す
る
行
政
K
対
す
る
目

立
問
題
を
真
剣
に
質
疑
し
、
町
民
の
一

竺
福
祉
と
、
幸
福
の
追
求
を
願
い
努
力
問

司
致
レ
て
お
り
ま
す
。



(4) 

交
通
安
全
教
室
聞
か
れ
る

報広町相昭

八八正しい横断の仕方八八

年
度
頭
初
P
T
A生

活
指
導
部
と
学
校
で
企

画
し
た
交
通
安
全
教
室

が
南
甲
府
警
察
署
昭
和

幹
部
派
出
所
及
び
交
通

安
全
協
会
の
指
導
の
も

と
に
十
月
九
日
十
時
半

よ
り
全
校
児
童
を
対
象

K
聞
か
れ
ま
し
た
。

一
、
二
、
三
年
生
は

歩
行
の
し
か
た
、
四
、

五
、
六
年
生
は
自
転
車

の
乗
り
万
を
重
点
的
に

指
導
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
日
増
し
に
交
通

量
の
増
加
す
る
昭
和
町

で
一
人
の
事
故
者
も
ぽ

く
登
下
校
出
来
る
よ
う

K
と
、
心
か
ら
の
願
い

か
ら
発
案
さ
れ
実
施
さ

れ
た
も
の
で
す
が
、
そ

の
成
果
が
充
分
生
か
さ

れ
る
よ
う
願
っ
て
お
り

ま
す
。正

し
い
自
転
車
の

乗
り
方
を

身
につ
け
ま
し
た
。

来庁者の駐車場
はここに・・

山
田
さ
ん
農
林
大
臣
賞
を

第
十
九
回
山
梨
県
種
畜
共
進
会
が

去
る
九
月
二
十
五
日
よ
り
二
十
六
日

ま
で
二
日
間
竜
王
町
の
農
林
高
校
農

場
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
共
進
会
氏
本
町
か
ら
山
田

林
、
坂
田
秀
則
、
相
原
弥
嗣
真
さ
ん

の
種
豚
が
参
加
し
、
県
下
か
ら
集
ま

乙
の
程
、
若
い
役
場
職
員
の
健
康
と
、
来

庁
者
の
た
め
に
、
若
い
職
員
(三
十
才
以
下
)

ω通
勤
車
を
、
申
央
公
民
館
の
広
場
氏
移
し

役
場
東
側
(
体
育
館
と
役
場
の
間
)
托
空
間

を
設
け
乙
こ
を
来
庁
さ
れ
る
皆
さ
ん
に
利
用

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
ぽ
り
ま
し
た
。
尚
、

用
件
で
来
庁
さ
れ
る
皆
き
ん
は
、
乙
の
場
所

に
整
然
と
駐
軍
さ
れ
る
よ
う
望
み
ま
す
。

っ
た
ラ
ン
ド
レ

l
ス
種
十
五
頭
で
慎

重
審
査
し
、
結
果
本
町
の
抑
越
、
山

田
、
林
さ
ん
の
種
豚
が
農
林
大
臣
賞

に
、
坂
田
さ
ん
の
種
豚
が
一
位
に
、

相
原
さ
ん
の
種
豚
が
二
位
K
入
賞
す

る
と
い
う
す
ば
ら
し
い
成
債
を
お
さ

め
ま
し
た
。

教
育
、
公
平
の
各
委
員
が

選
任
さ
れ
ま
し
た

昭
和
町
教
育
委
員
会
委
員

武

井

幸

夫

殿

(

上

河

東

)

昭
和
町
公
平
委
員
会
委
員

笹

本

初

太

郎

殿

審

山

田

節

義

殿

(

押

五

味

省

吾

殿

(

河

Jす開雪ま:F 管三51 〈T寸〉O '配L、

十と日 政ご
相と

苔τ 談相談
R 00  

公館で民 は

一一←ー←ー←ーι 一

四越水



報広町和昭(5) 

総合で西条ニ区が優勝を

第
十
二
回
昭
和
町
体
育
祭

は
去
る
十
月
十
日
、
秋
晴
の

絶
好
の
体
育
日
よ
り
に
恵
ま

れ
、
全
区
出
場
の
も
と
で
、

午
前
八
時
三
十
分
大
会
役
員

選
手
入
場
し
、
大
会
々
長
挨

拶
、
激
励
の
辞
、
町
政
功
労

者
体
育
優
秀
選
手
表
彰
の
後

選
手
を
代
表
し
紙
漉
阿
原
の

伊
藤
浩
さ
ん
が
、
力
づ
よ
く

宣
誓
し
大
会
が
聞
か
れ
ま
し

競
技
に
は
幼
児
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
、
は
ば
広
く
参
加

し
、
部
落
対
抗
競
技
、
リ
レ

ー
、
に
と
熱
戦
が
く
り
ひ
ろ

げ
ら
れ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝

西

条

二

区

準

優

勝

直

条

一

区

三

位

阿

原

敢

盟

貰

飯

喰

部
落
別
リ
レ

l

一
位
河
東
申
島
二
位

阿

原

三

位

四

条
二
区

写真説明

⑥③ネ塁②①

ぽ)袋消国
品かトと;西旗
をぽ び団を
もか④競の先
らむ 争掌頭
つずガで々に
てかン部の入
しバ穫さ場
いレホ↑ 場
わ i抗③



(6) 

二住民課二

各課紹介

報広町和昭

住
民
と
し
て
生
ま
れ
て
く
る
以
前

か
ら
生
涯
を
通
じ
て
密
接
伝
関
係
の

業
務
に
た
ず
さ
わ
る
、
役
場
の
窓
口

と
も
言
え
る
住
民
課
は
、
課
長
以
下

九
名
で
、
ヤ

ン
グ
パ
ワ
ー
を
モ
ッ
ト

ー
に
、
住
民
の
要
望
に
か
伝
う
べ
く

努
力
し
て
お
り
ま
す
。

主
位
仕
事
の
内
容

保
健
衛
生
、
環
境
衛
生
、
公
害
、

地
万
病
、
国
民
健
康
保
険
、
社
会
福

祉
全
般
、
国
民
年
金
、
戸
籍
、
庄
民

基
本
台
帳
、
外
国
人
登
器
、
各
種
証

明
事
務

夫

保健衛
(主事)斉藤

正田須課長

進
生

婦
恵

主u:
弘

金

博志

粒会福
(主 事)内藤

国民年

(主事補 )長瀬

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

l

小
宮
山

勉
生

保健
(技師)芹沢

保健衛

(主事)堀口

籍

久雄
戸

(嘱 託)志村

円切

廿

子

保

易子

し
か
し
配
豊
富
除
は
配
偶
だ

一
定
額
以
上
の
所
得
が
あ
る
と
き
は

差
し
引
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し

た
が
っ
て
主
婦
の
パ

i
卜
に
よ
る
所

得
が

一
定
額
以
上
の
と
き
は
夫
の
所

得
金
額
か
ら
配
偶
者
控
除
が
で
き
ま

最
近
塞
事
労
働
の
電
化
ぽ
ど
で
、
せ
ん
。

時
聞
に
ゆ
と
り
が
で
き
パ

l
ト
な
ど
①
配
偶
者
控
除
が
受
け
ら
れ
る
所

で
働
く
家
庭
の
主
婦
が
ふ
え
て
い
ま
得
の
限
度
は
主
婦
の
パ
1

ト
な
ど
の

す

。

所

得

の

場

合

、

ほ

か

の

所

得

が

ぽ

け

そ
乙
で
主
婦
が
パ

l
ト
で
働
い
た
れ
ば
年
間
総
給
与
額
三
十

一
万
八
千

と
き
の
収
入
と
所
得
税
の
関
係
に
つ
円
(
月
平
均
二
万
六
千
六
百
円
)
と

い
て
説
明
し
て
み
ま
し

ょ

う

。

ぽ

り
ま
す
。
乙
の
範
囲
内
の
給
料
で

所
得
税
は
一
年
関
の
所
得
金
額
か
あ
れ
ば
、
配
偶
者
控
除
を
受
け
ら
れ

ら
配
豊
台
控
除
、
扶
養
控
除
、
基
礎
所
得
税
は
も
ち
ろ
ん
県
町
民
税
も
か

控
除
ぽ
ど
を
差
し
引
い
て
計
算
し
ま
か
り
ま
せ
ん
。

す

。

②

主
婦
の
パ

l
卜
収
入
年
間
三
十

を
2
ま
ま
ま
ま
ま
ま
ま
&
ま
ま
ま
ま
ま
ま
ま
ま
ま
ま
ま
&
を
ま
会
会
哀
を
ま
&
議

制

導

務

務

総

タ

義

感

減

似

た

こ

ろ

の

七

五

三
の
も
つ
意
味
と
、
で
防
げ
る
も
の
で
す
。
ふ
だ
ん
使
&

巡

錫

ヂ

ぷ

這

道

協

万

事

合

理

的

伝

生

活

を

考

え

る

こ

の

い

ぼ

れ

て

い

る

ス

ト

ー

ブ

や

電

気

仙

ご
ろ
の
お
母
さ
ん
が
た
の
気
持
と
は
機
具
の
コ
ー
ド
類
の
痛
み
ぐ
あ
い
&

仰

七

五

三

の

あ

と

関

係

G
く
、
形
式
だ
け
の
七
五
三

K

は
、
つ
い
見
お
と
し
が
ち
で
す
が
印

紙
十
五
日
は
つ
七
五
三
L

で
す
。
ま
き
こ
ま
れ
「
母
と
子
の
服
飾
コ
ン
し
っ
か
り
点
険
し
て
安
全
を
確
か
仙

紙
三
歳
、
五
歳
、
七
歳
K
な
っ
た
子
ク

l
ル
」

K
G
る
こ
と
は
避
け
た
い
め
て
か
ら
使
う
よ
う
に
レ
ま
し
ょ
批

ほ

ど

も

の

お

祝

い

で

、

生

後

、

発

育

も

の

で

す

。

う

。

。α

l

'

&

 

総
が
心
配
さ
れ
た
お
子
さ
ん
も
、
よ

二
十
三
日

は

「

勤

労

感

謝

の

日

」

信

局

咋

&

4
p
r」/
ト

&

帥
く
こ
ん
ぼ
に
丈
夫
に
育
っ
て
く
れ
二
十
六
日
か
ら
つ
秋
の
全
国
火
災
予
ぎ
の
季
節

μ
州

総

帥
た
と
思
う
親
の
気
持
が
幸
伝
っ
て
防
運
動

」
が
始
ま
り
ま

す

。

地

震

、

た

き

火

の

う

J
似

誠

一

&

仕

末

に

右

F

k
df

&

批
何
か
と
気
を
配
る
の
が
、
こ
の
日
か
み
ほ
り
、
火
事
、
お
や
じ
。
乙

わ

気

汚

け

ォ

ゾ

ぽ

&

ょ
う

i
h一
訓

仙

川

&

&

で

す

。

い

も

の

の

ラ

ン

ク

で

は

ナ

ン

バ

ー

3

短

町

側

批

紬

封

建

時

代

、

女

の

服

装

が

身

分

、

に

あ

げ

ら

れ

て

い

る

火

事

は

、

自

然

両

手

納

&
w
w
w
&
 

凶
や
年
齢
で
や
か
ま
し
く
区
別
さ
れ

災

害

と

ち

が

っ

て

、

心

が

け

ひ

と

つ

必

を
2
会
ま
&
ま
ま
を
&
&
ま
ま
窓
会
会
会
宴
会
ま
ま
ま
ま
ま
&
安
全
会
g
Z
&ん
2
2
0ぬ

八
万
二
千
円
(
月
平
均
三
万
一
干
八

h
円
)
ま
で
の
と
き
は
、
配
偶
有
控

除
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
所
得
税

は
か
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の

場
合
は
県
町
民
税
は
か
か
り
ま
す
。

③

パ

ー
ト
収
入
が
年
間
三
十
八
万

三
千
円
を
超
え
る
場
合
は
配
寧
刊
控

除
が
受
け
ら
れ
ぽ
い
の
は
も
ち
ろ
ん

所
得
税
、
県
町
民
税
も
課
税
さ
れ
る

ζ
と
に
伝
'
り
ま
す
。

②
①
に
つ
い
て
は
生
命
保
険
及
び

社
会
保
険
等
が
あ
る
場
合
は
五
万
円

以
内
の
額
が
控
除
額
K
加
算
さ
れ
ま

す。
司
x

リ
主
婦
の
パ

i
卜

と
税
金
日

国

(主事補)悔野

籍

力
戸

(主事補)志村



報

戸
籍
の
届
出
は

正
し
く
、
す
み
や
か
に

た
い
せ
つ
ぽ
戸
籍
は
、
み
ぽ
さ
ん

お
届
出
に
基
づ
い
て
記
載
さ
れ
ま

え届
出
は
、
正
し
く
、
す
み
や
か

K

い
た
し
ま
し
ょ
，
っ
。

結
婚
式
を
あ
げ
た
だ
け
で
は
正
式

な
夫
婦
で
は
あ
り
ま
せ
ん

広

た
と
え
盛
大
ぽ
結
婚
式
を
あ
げ
て

弘
結
婚
の
届
出
を
し
往
け
れ
ば
、

性
葎
上
の
夫
婦
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

皇
官
民
お
二
人
と
証
人
が
署
名
し
、

印
そ
押
し
て
お
け
ば
、
代
わ
り
の
人

が
役
場
K
持
っ
て
行
っ
て
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。

日
曜
日
で
も
、
受
け
つ
け
ま
す
。

町和昭(7) 

猟
場
に
つ
い
て
た

ま
を
装
填
し
た
ら
す

ぐ
に
安
全
装
置
を
か

け
て
下
さ
い
。

Z

発
射
前
に
は
必
ず

周
囲
の
安
全
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

銃
と
火
薬
は
、
別
々
の
ロ
ッ
カ

ー
に
入
れ
し
っ
か
り
と
鍵
を
か
け

て
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

4

最
近
自
動
車
か
ら
の
盗
難
が
ふ

え
て
い
ま
す
。
座
席
に
お
か
ず
に

ト
ラ
ン
ク
に
入
れ
鍵
を
か
け
る
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

南
甲
府
署
昭
和
駐
在
所
よ
り

刊
月
l
包
月
の

衛
生
行
事
予
定住民

課

十
一
月一
日

九

日

一
二
日

一
三
日

一
四
日

一
五
日

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
投
与

成
人
病
精
密
検
診

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
保
育
園

一

般

d
/
フ
ル
エ
ン
ザ

H

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

H

f
/
フ
ル
エ
ン
ザ
小
中
学
校

平
吉
癌
検
診

胃
X
線
検
診

三
種
混
合
予
防
接
種

乳
児
検
診

乳
児
検
診

一
七
日

二
二
日

二
二
日

二
九
日

三
O
日

+
二
月
六
日
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
小
中
学
校

一
O
日
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
保
育
園

一

般

一
一
日
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

H

一
二
日
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

H

一
三
日
三
種
混
合
予
防
接
種

十
九
日
結
核
(
中
央
公
民
館
)

精
密
検
診
及
び
第
二
次

住
民
検
診

二
O
日
乳
児
検
診

一
二
日
第
二
次
結
核
住
民
険
診

二
六
日
乳
児
検
診

尚
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
代
金

三
才
上
ハ
才
一

O
O円
(
一
回
)

十
六
才
以
上
二
四

O
円
(

H

)

3. 

銃砲火薬類の取扱いに注意を

十
一
月
一
日
か
ら
狩

猟
解
禁
と
な
り
毎
年
き

ま
っ
て
増
加
す
る
暴
発

事
故
や
海
難
事
故
を
防

ぐ
た
め
、
銃
砲
を
お
持

ち
の
皆
さ
ん
に
は
次
の

事
に
注
意
し
て
く
だ
さ

選挙人名簿登録者調べ
昭和48年 9月1日定時登録による本町の選挙人名
簿登録者数は次の通りです

長jj-Jl型! 男 女 計

第 押越 238 240 478 
一 中 島 255 26 1 516 

草区 阿原
1 11 1 33 244 

計 604 634 1，238 

一区 176 173 349 
第 二区 400 403 803 

書区
清水 200 198 398 

新田 77 89 166 

計 853 863 1，716 

第
築地 1 93 190 383 

飯喰 108 1 1 9 227 

書区
河西 194 212 406 

上河東 109 130 239 

計 604 651 1，255 

乙E』1 計 2，061 2，148 4，209 

I
j
j
J斗
ヴ

プ

夫

向

山

武

則

一

…

)

/

.

/

/

へ

〉

ル

Y
妻

山

丸

定

子

申

島

一
'ル↓
ω末
、

μ万
戸

夫

石

橋

浩

一

d
i
u
n
h
hゆ
4
/
一

一

妻

青

島

千

賀

子

二

区

I
M
F
ハ

伊

巳

ご

¥

夫

高

野

公

介

，、h1
5

1

y

l

r

H

h

ミ

f
r
h引

H
M
O
¥
¥
妻

井

上

秋

子

清

水

仙

夫
小
宮
山
弘
文

…
四

十

八

年

十

月

一

日

よ

り

妻

士

符

勝

子

二

区

一

十

月

十

六

日

届

出

出

生

…

婚

姻

小

母

芙

樹

父

邦

夫

長

女

一

区

叫

ん

夫

向

山

善

治

二

区

盆

妻

純

子

父

舜

一

二

女

一

区

川
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妻

大

森

真

万

下

条

敬

父

勇

成

二

男

清

水

仙

川
夫

河

田

勉

高

野

洋

一

父

正

長

男

上

河

東

仙

ん

妻

内

藤

多

賀

子

築
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保

取

里

恵

父

武

彦

長

女

中
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叫

ザ

丘
雪
-
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(8) 

事れ九葉 ィ 2Z警としでぞた日国第 .::r.. 
員。ま体二 1二 学は明金こかいり
と日で)十 牛 若き 級位る固とし乙。
し本千は八 求目百3 l室いい進 K 乙と私
三陸葉、回 禁円 ーか人しようでた
淫連青十国 中察極 須と間トりいあ雪

雪JZ早屋刊し巻 田号震 3農Zミ2
れ梨 IL'四育』て 由 o が l伝機っ
た陸に日大孝 雪っ、、
私協聞か会 ニかを活をは
はか催ら(造 子め坦が多む
、らさ十十 るしーくず

る努い考設催 か般し力者干輸く合ゐ大 一 五 し (J)成でのていどき中八大
も力つえ、が昭つ市たにの葉送無運た食度階選か程ゴトタてや乙 fこ心日会

Tz Z7書Z契だ民有 tEEZ封書J挙手房器z号ふうJEす高正員?雪
思フ県て面さ十 無写てと初万スをはあ人陳は O 調敷クン 0 え体葉設ン
えて民は、れ 一 関尊大どめ全が結千つはが数 和きはト陸 K の駅、会四
ーこ包ぽそて年 心都会い、が発ぶ葉 fこ楽建干 がつ全ラ上も歓、運場 E
笠l田られいに さ圏は fこ開期着崎駅 o K ち人 とめてツ競雰迎そ営の白
成 IL' fcI iζ るは は国成サ催さし線 l選収ぽを れらレク技菌幕の面陸の
功とい選が山 隠体功 l市れでは選手容ら収 てれン室湯気が周を上十

5震於言i量 主究FZ再三す学君省E2宅 422言語長2号襲警P
G 者伺化ず体 れめ終と関た選問!送る堂き ~ルの型めりら駅し場七
がのとを施開 なー了努係。手伝総 tζ 超もる 美ド合)てたれはてを

…
マ
マ
さ
ん
バ
レ
!
ボ

…i
ル
教
室
を
終
っ
て

報広

八
月
か
ら
開
始
し
た
マ
マ
さ
ん
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
も
早
い
も
の
で
、

十
月
十
五
日
で
十
回
の
終
了
式
を
お

え
た
。
最
初
申
し
込
み
が
八
十
人
を

乙
え
、
一
つ
の
体
育
館
で
指
導
が
受

け
ら
れ
る
か
と
心
配
だ
っ
た
が
、
毎

回
の
出
席
者
は
そ
の
半
数
の
四
十
名

ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
四

十
名
は
十
回
の
教
室
に
よ
く
出
席
し

ト
ス
一
つ
と
っ
て
も
最
初
の
頃
に
く

ら
べ
る
と
か
伝
り
上
達
し
た
と
思
う
。

ま
た
実
技
だ
け
で
ぽ
く
、
審
判
の

仕
万
を
試
合
の
上
で
勉
強
し
た
こ
と

は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
対
す
る
理
解

が
深
ま
り
良
か
っ
た
と
思
う
。

実
技
に
お
い
て
も
審
判
に
お
い
て

も
そ
う
だ
が
、
頭
の
中
で
は
わ
か
っ

て
い
て
も
い
ざ
実
際
に
動
い
て
み
た

り
、
応
用
す
る
と
ぼ
る
と
思
う
よ
う

に
い
か
ず
、
特
に
体
育
か
ら
遠
ざ
か

町相昭

也
V一=74vzzzτ
-4VA--T‘，一=-F‘74zz・‘T=一4v
---Z34v主一一‘，一
一言τ‘V主一-av
--王寺
ー‘7=-74
7
3ZE--4'-z-r‘，主主-‘，za--τ
ー‘，土=ァ企7-t喜

一
第
一
一
+
回
県
曲
集
ま
つ
り
文
化
展
受
賞

E

…

絵

画

の

部

叫

+

知

事

賞

題

「

ひ

ま

わ

り

」

叩

押

越

三

神

良

子

一

写

真

の

部

…

県

議

会

議

長

賞

題

「

収

穫

」

一

二

区

清

水

巌

一

…

県

農

業

会

議

会

長

賞

題

「

帰

へ

り

み

ち

」

一

上

河

東

磯

部

寛

一

訓
F

忙
し
い
そ
の
日
そ
の
日
の
農
事
に
追
わ
れ
ぽ
が
ら
、
ザ

一
，
『
暇
を
み
て
は
四
季
折
々
の
自
然
の
中
か
ら
ま
た
営
ま
ゆ

V
F
れ
る
日
常
生
活
の
中
か
ら
受
け
る
感
動
を
、
私
た
ち
も

咽
戸
は
歌
托
し
た
り
俳
句
に
し
た
り
ま
た
絵
や
写
真
に
し
も

即
日
た
り
し
て
、
少
し
で
也
ゆ
と
り
の
あ
る
、
そ
し
て
少
和

棚
』
し
で
も
心
豊
か
往
生
涯
を
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
和

副
文
化
協
会
の
専
門
部
の
万
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
釦

同
門
で
一
生
懸
命
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
各
部
門
一

匹
と
も
一
人
で
も
そ
の
同
志
を
得
た
く
考
え
て
お
り
ん

蜘
、
ま
す
c

u

一

剛

ぜ

初

心

者

大

い

に

歓

迎

い

た

し

ま

す

。

一

ル

短

歌

の

部

一

山

内

入

選

佳

作

昭

和

町

田

中

豊

蔵

…

vh
果

樹

園

の

補

償

を

筏

レ

ょ

う

し

ゃ

ぽ

く

噌

帆

M

工

業

団

地

の

測

量

す

す

む

一

川

俳

句

の

部

一

家

の

議

室

賞

一

昭

和

町

内

藤

ふ

く

次

一

一

雁

来

紅

遺

稿

の

文

字

の

吾

れ

に

似

て

一

昭

和

町

伊

藤

春

江

崎

…

B
Zほ
つ

ぶ

や

き

て

耕

せ

る

叫

昭

和

町

伊

藤

あ

や

子

叫

…

焼

魚

一

片

で

足

る

夜

の

秋

も

昭

和

町

井

上

ま

さ

え

ん

…

桑

切

れ

ば

こ

ろ

り

と

落

ゆ

て

蝉

の

殻

一


